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九州地区三学会⻑崎例会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽇時： 2025 年 12 ⽉ 13 ⽇（⼟） 13:30〜 
 

会場： ⻑崎⼤学環東シナ海環境資源研究センター新館２階セミナー室 
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開催案内 
 

九州地区三学会⻑崎例会 
 
1. ⽇時： 2025 年 12 ⽉ 13 ⽇（⼟） 13：30〜17：00  
  
2. 会場： ⻑崎⼤学環東シナ海環境資源研究センター新館２階セミナー室 
※⻑崎⼤学⽂教キャンパスから会場までの送迎を希望される⽅は 12:30 に⽔産学部⽞関周辺にお集まり
下さい。 

 
3. 参加費⽤： 無料  
  
4. 発表形式： ⼝頭発表 （1 題につき 15 分：12 分発表、3 分質疑応答） 
※発表者の⽅は要旨を各⾃ 30 部ずつ印刷してご持参下さいますよう、お願い致します。 
 
5. 参加及び発表申し込み  

参加申込：2025 年 11 ⽉ 30 ⽇まで 
 
参加⼈数の把握のため以下の Google フォームにて、事前にお申し込みください。 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfsluqBeB0R5v3xTkcDczjd4Gprs0iUY85ocym9RGVbE0

fcVA/viewform?usp=header 
以下からもアクセス可 

 

環東シナ海
環境資源研究センター

長崎空港
（大村市）

東シナ海

大村湾

長崎駅

車
25分

高速バス
40分

高速艇25分

車15分 時津
長崎大学
文教キャンパス

橘湾
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6．懇談会について  
終了後に簡単なお茶会を予定しています。 
 
世話係・担当：村⽥良介（⽇本動物学会九州⽀部会役員 murata-r@nagasaki-u.ac.jp）  

 
九州沖縄植物学会役員    桑野和可 
⽇本動物学会九州⽀部会役員 村⽥良介 
⽇本⽣態学会九州地区役員  ⼭⼝典之 ⽵垣 毅 ⼤庭伸也 
 
 
 

 
 
プログラム 
13：00 開場（発表者は試写が可能です） 
 
13：30 
異なる⾳環境下におけるクモハゼ雄の求愛⽅法の調節  
〇中条 菜々⼦・⽵垣 毅（⻑崎⼤院・総合⽣産） 
 
13：45 
マメダコの雄が交接腕を守る⾏動は繁殖期が近づくと強度を増す  
〇晴⽊啓⼆朗・⼭⼿佑太・⽵垣毅（⻑崎⼤院・総合⽣産） 
 
14：00 
ロボットを⽤いたチゴガニのウェービング同期の⾏動解析 
○⼭⼝実希 1・岡⽥⼆郎 2（1⻑崎⼤院・総合⽣産、2⻑崎⼤・環境） 
 
14：15 
⼋代海におけるコノシロの卵⺟細胞発達と産卵期の推定 
〇⻲飼耕平 1・⼭⼝燿 2・天⾕貴史 2・征⽮野清 2（1⻑崎⼤院・総合⽣産、2⻑崎⼤・海洋イノベ） 
 
14：30 
闘争およびウェービング時におけるチゴガニ個体間の⼼拍の関係  
◯髙橋萌々・岡⽥⼆郎（⻑崎⼤・環境） 
 
14:45~15:00 休憩（発表者は試写が可能です） 
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15：00 
マメダコの地理的条件に着⽬した巣⽳利⽤⽣態の解明  
〇新⽊勇翔・⼭⼿佑太（⻑崎⼤院・総合⽣産科学） 
 
15：15 
イカ養殖に向けたイサザアミの飼育環境の検討 および稚イカ初期餌料量の検証  
◯⼭村実夢 1・村⽥良介 2・阪倉嘉孝 1・征⽮野清 2（１⻑崎⼤・⽔産、２⻑崎⼤・海洋イノベ） 
 
15：30 
コオイムシにおける体サイズのクラインはなぜ⽣じるのか？  
○⼤浦ひなた 1・松本弥優 2・原優梨亜 2・⼤庭伸也 1,2（1⻑崎⼤院・総合⽣産、2⻑崎⼤・教育） 
 
15：45 
南島原に⽣育する難培養性紅藻の培養の試み 
◯酒井康平・桑野和可（⻑⼤院・総合⽣産） 
 
16：00 
アカモクの室内⺟藻育成法の検討 
◯川⼾聡次朗・桑野和可（⻑⼤院・総合⽣産） 
 


